
 

 

 

 

英語名：Angioedema 

同義語：血管神経性浮腫（angioneurotic edema）、クインケ浮腫（Quincke’s 

edema） 

 

 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。ただ、

副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気づ

いて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを参考に、

患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」があることを知

っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

血管性
けっかんせい

浮腫
ふしゅ

とは、急に皮膚、のど、舌などがはれる病態であり、医薬

品によって引き起こされることがあります。原因になりやすい医薬品

は、解熱消炎鎮痛薬、抗菌薬、降圧薬（アンジオテンシン変換
へんかん

酵素
こうそ

阻害
そがい

薬
やく

など）、造影剤、筋弛緩薬などです。 

もしも、何かのお薬を服用していて、次のような症状がみられた場合

には、緊急に医師・薬剤師に連絡して、すみやかに受診してください。 

｢急に、くちびる、まぶた、舌、口の中、顔、首が大きくはれる｣、｢の
・

ど
・

のつまり｣、｢息苦しい｣、「話しづらい」 

※息苦しい場合は、救急車を利用して直ちに受診してください。 

 

 

血管性浮腫 
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１．血管性浮腫とは？ 

 血管性浮腫は、急に皮膚がはれる病態です。血管がはれるわけでは

なく、皮膚のどこにでもあらわれ、多くの場合、まぶたやくちびる、ほ

おに多くみられます。血管性浮腫は、突然はれがあらわれて跡形なく消

える点は、じんま疹と似ています。しかし、じんま疹は赤みやかゆみが

強く数時間以内に急速に消えてしまいますが、血管性浮腫は通常、赤み

やかゆみはなく、はれがひくまでに通常1～3日ぐらいかかります。ま

た、血管性浮腫は、しばしば、じんま疹と同時にみられることがありま

す。 

皮膚以外にも、口の中、舌、のど、消化管などもおかされることがあ

り、特に、のどがはれると、息がしづらくなり、窒息するおそれがある

ので危険です。 

血管性浮腫の病態には，通常のじんま疹と同様にマスト細胞の関与

するものと，ブラジキニンが関与するものがあります。前者では通常の

表在性のじんま疹に伴って現れるものと，血管性浮腫が単独で出没す

るものがありますが，後者では基本的に表在性のじんま疹は出現しま

せん。 

 薬剤が原因となる場合、アスピリンなどの解熱消炎鎮痛薬（非ステロ

イド性抗炎症薬：NSAIDs）1、降圧薬（アンジオテンシン変換酵素阻害

薬:ACE 阻害薬、アンジオテンシン II受容体拮抗薬:ARB など）2、抗菌

薬（ペニシリン 3、βラクタム系、キノロン系など）、造影剤 4、筋弛緩

薬 5、経口避妊薬、DPP-4阻害薬 7、タートラジン・安息香酸塩などの医

薬品添加物 7、などが原因医薬品として知られています。この他に、線

溶系酵素 8、カルシウム拮抗薬 9、mTOR 阻害薬 10、TNF-α阻害薬 11など

が報告されています。 

※ NSAIDsによる血管性浮腫については、「非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs、解

熱鎮痛薬）によるじんま疹/血管性浮腫」のマニュアルも参照ください。 
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２．早期発見と早期対応のポイント 

｢急に、くちびる、まぶた、舌、口の中、顔、首が大きくはれる｣、｢の

どのつまり｣、｢息苦しい｣、「話しづらい」などの症状がみられる場合で

あって、医薬品を服用している場合には、緊急に医師・薬剤師に連絡し

て、すみやかに受診してください。 

特に、｢息苦しい｣場合には、急激に呼吸困難におちいる恐れがありま

すので、救急車を利用して直ちに受診してください。 

なお、受診する際には服用した医薬品をお持ちください。そして、受

診したときに、服用した医薬品の種類、服用時間、息苦しさがあるか、

などを伝えてください。特に、降圧薬の一種である ACE 阻害薬による

血管性浮腫では、急激にの
・

ど
・

が腫れて呼吸困難に陥った例が報告され

ていますので、この種類の医薬品を服用している人は注意が必要です。 

また、遺伝的に血管性浮腫をおこしやすい人（遺伝性血管性浮腫）で

は、症状が重くなりやすいため、過去に同じ症状を経験したことがある

場合や、家族のなかに同じ症状を経験した人がいる場合にはそのこと

も伝えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている独

立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することができま

す。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 
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※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用し

たにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害について、

医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救済制度

があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 
電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く）  

 


